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中条東山に源を発し､一級河川芦田川の支川高屋川に合流する延

長4kmの渓流です｡
流域の地質のほとんどは白亜紀の黒雲母花南岩と流紋岩ですが､特に､花尚岩は深層まで風化し､

表土が流出しやすい状況にありました｡山地は天然更新が進行しにくく､植林も行われなかったた

め､荒廃していくばかりで､度々災害に見舞われています｡

江戸時代の記録に､寛永18年(1614)の台風被害を憂え､藩主から家老に宛てた文書が伝えられて

いますが､この頃から土砂災害が顕著に現れはじめています｡

福山港では藩の重要な施策として､広域に渡って砂防工事を実施しており､堂々川を含めて "砂

留"と呼ばれる砂防堰堤を数多く築造しています｡ みたにけ
江戸時代の砂防工事については不明な点も多いですが､福山城博物館所蔵の 『三谷家文書』から

天保年間の砂留普請記録が見つかり､江戸時代の砂防工事の一端を知る貴重な資料になっています.

現在､堂々川流域には11基の砂留がありますが､堂々川6番砂留は､天保6年 (1835)施工の記

録がある古い砂留で規模も大きいもので､城壁を思わせる石垣は今も健在で､往時の技術の確かさ

を示しています｡

⊂ :二二 二 二 堂々川3番砂留の構造

平成8年､堂々川3番砂留の掘削調査が行われ､砂留の構造が明らかになりました｡
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石壁堰堤型式
右岸袖部/乱層乱重ね積
水通し部･左岸袖部/谷積

築 造 年 代 :江戸時代後期 (推定)
水通し部 ･左岸袖部は明治以降改築

江戸時代後期の築造と考えられていますが､

水通 し部の谷積は､大正元年～大正4年にわたっ

て増改築されたものです｡

中央の水通 し部に接続 して､谷積の水たたき

部が設けられた形状が特徴になっています｡

砂留の規模 :堤高3.2m 堤長9.6m
構 造 型 式 :石塊段積堰堤型式
石 積 方 法 :成層布積
築 造 年 代 :安永2年 (1773年)より前 (推定)

田畑や家屋の土砂災害を防ぐために､先ず造られ

たと考えられる砂留です｡今見られるものは､嵩上
しもごりようむち

げ増築を繰り返した砂留の一部で､下御領村の 『場

所箇所附帳』という古文書の記録によると､堤長10

間7尺 (約20m)の大型砂留だったとあります｡

.萱線番号34･0077

砂留の規模 :堤高5,46m 堤長36.2m
構 造 型 式 :もたれ式石殻よう壁体型式
石 積 方 法 :成層布積
築 造 年 代 :天保3年 (1832年)着工

上層部は明治以降嵩上げ増築

上層と下層の二段からなるこのとうとうたによてき
砂留の下層の部分は､ 『瞳々谷徐滴』

(明治26年 訴訟記録)に ｢とうとうごふしんにんそくちゃくちょう たつ
砂留御普請人足着帖､辰三月十三日､

にんそ<
下御領村､三月十四日人足六人と

つかわ

うとう3番砂留-遣ス｣とい う記

録があり､天保3年 (1832年)か

ら築造 したことがわかっています｡
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砂留の規模 :堤高3.3m 堤長31.5m
構 造 形 式 :石壁堰堤型式
石 積 方 法 :右岸袖部/成層布積

水通し部 ･左岸袖部/谷積
築 造 年 代 :江戸時代後期 (推定)明治以降改築

江戸時代後期の築造と考えられていますが､

記録は残っていません｡

2番砂留と同様､中央水通し部に接続して､谷

積の水たたき部が設けられた形状が特徴になっ

ています｡

砂留の規模 :堤高8.8m 堤長31.4m
構 造 型 式こ石塊段積堰堤型式または

もたれ式石殻よう壁体型式
右 横 方 法:準成層布積
築 造 年 代 :天保3年 (1832年)～天保6年 (1幻5年) [推定]

最上部は昭和になって嵩上げ増築

築造年代の記録はありませんが､石積方式､

形状から､3番砂留に次いで築造されたものだ

と考えられ､構造型式も3番砂留と同様である

可能性が高いと思われます｡

元は､西の山際まで延びていましたが､道

路工事によって一部が取 り壊され､現在の形

になっています｡
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全体の石組みは､基層､下層､中層､上層の4層から構成されています｡ 『撞々谷線滴』に ｢｢天

保六年七月とうとう筋大砂留め御普請人足着帳､下御領村｣という記録があり､この年に築造を始

めたと考えられています｡
やすなぐん

また､ 『御樋方 ･御郡方 ･村方普請場所附帳､安那郡下御領村』に ｢とうとう奥砂留三ヶ所｣に

記録されている一つが6番砂留と言われており､基層部分がこれにあたるのではないかとも思われ

ます｡

平成6年10月撮影

とぴがさこ うちひろ
鳶 ケ迫砂 留 登録番号34-0081 内虞砂留 登録番号34-0082

よどがいけひがし
淀ガ池東砂留

よとがいけ こうげした
淀ガ池へヘリ峠下砂留

よどがいけししわたりした
淀ガ池獅子渡下砂留



■福山藩砂留位置図
福山藩が築造した砂留は､福山市の広い範囲に残され､嵩上げ､増築を重ねて､現在も機能しているものが多くあり
ます｡このうち､堂々川砂防群は､登録有形文化財に､登録されました｡

■ -寅#.1.,一撃,.k盟無声l_監3J ･詔,I-
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yk_I.EG.̀､..キ■一日 諾 -登録有形文化財に宝錬された砂留豊鐸有形文化財とは､1996年(平成8年)の文化財保薄雪
莞L.1-..'.､-. 邑'-.,:喜護法改正により創設された文化財登録制度に基づき､やヽ

具備蛋ー■..-̂o･:.1ゝ̀ ∫SJ.ヒエ_●...j三軍---DI‥_iI･Tu～.-文化財登録原簿に記載された有形文化財のことです.一環

人と自然の関わりの中で作り出されてきた文化的蕪観及び生活や生産に関する用具､用品等の製作技術など地域において伝承されてきた民俗技術を新た

に保護の対象とするとともに､近代の文化財等を保護するため､建造物以外の有形の文化財も登録対象となっています.
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■広島県土木部土木整備局砂防圭
〒730-8511

広島市中区基町10-52

TEL082-221-3764(直通) FAX082-223-2443

■広島県福山地域事務所建設局
〒720-8511

福山市三吉町1丁目1-1

TEL084-921-1311(代表) FAX084-931-9236

表紙写真/上 ･左から 堂々川1番砂留､堂々川2番砂留､堂々川3番砂留､堂々川4番砂留､堂々川5番砂留 下 ･堂々川6番砂留




